
中越沖地震8周年
福島を忘れない

柏崎刈羽原発ハイロ県民シンポ

地震，地質・地盤について

立石雅昭（新潟県原発の安全管理に関する技術委員会委員）

・柏崎刈羽原発活断層問題研究会

１．豆腐の上の原発
２．東京電力の地質に関わる追加調査

３．寺尾断層について
４．原発回帰の動きと規制委審査



柏崎刈羽原発は設置計画当初から「豆腐の上の原発」と呼ばれ，県民
が地震への脆弱性を抱えた原発として大きな不安を抱いてきた．

豆腐の上の原発と呼ばれる地質科学的根拠を改めて，県民の共有にし
たい．

１．異常に厚い新生代の地層の上に立っている．
新しい時代の軟弱な地層が厚く分布し，しかも，その地層が現在
も続く断層に関連した褶曲運動で変形している．

２．中越沖地震で立証されたように，大きな地震動
が襲来する場である．

構造物の設計の基礎となる，基準地震動Ssは，2300ガルという，
東海・東南海地震の震源の真上に立つ浜岡原発よりも大きい．さ
らに，この値さえ，震源断層を過小に評価している可能性がある．

３．敷地内には膨大な地下水が流れている．

福島原発の数倍の地下水．汚染されれば，海への汚染水流出を
止めることはきわめて困難である
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新潟県中越地域（長岡東方から柏崎市宮川にかけて）の
東西方向の地質断面

およそ，1700万年前から現在までの地層の分布とその構造
が描かれている．青が西山層と呼ばれる地層で，原発の立地
地盤となっている．

新潟地域の中でも，もっとも褶曲や断層が発達している．



原発名 活断層・地震名 新基準地震動Ss S2
泊 特定せず 550 370
東通 特定せず 600（450） 375
女川 宮城沖地震（M8.2） 1000（580） 375

福島１ 敷地下方の断層（M7.1） 600 370

福島２ 同 上 600 370

柏崎刈羽 F‐B断層
2300（1～4号機）
1209（5～7号機）

450

浜岡 東海・東南海地震 （M8.7）
2000（5号機）

1200（3.4号機）（800）
600

志賀 笹波沖断層 （M7.6） 600 490

美浜 C断層 （M6.9） 600 405

高浜 F0‐A断層・FO‐B断層・熊川断層連動 （M7.8） 700（550） 370

大飯 同 上 856（759）（600） 405

島根 宍道断層 （M7.1） 600 456

伊方 特定せず 620（570） 473

玄海 特定せず 500 370

川内 特定せず 620（540） 372

敦賀 浦底ー内池見断層（M6.9）など 650 532
東海２ 特定せず 600 380

もんじゅ C断層 （M6.9） 600 466

六ヶ所再処理 出戸西方断層 （M6.5) 600（450） 375





東電の敷地及び敷地周辺の追加調査



１．資源エネルギー庁（１９９６）による
荒浜砂丘団研（１９９３）の寺尾断層露
頭のスケッチ

２．尾根に向かって滑る地すべり？

露頭の位置と周辺の地形



東電，寺尾付近の断層のス
ケッチ：２０１７年２月１７日，

第２０１回審査会合資料

活断層研究会 ２０１４年９月観察資料

断面図作成測線



規制委員会現地調査の際の寺尾“Ａ”断層の露頭













立石雅昭

現時点では，古安田層の年代を比定するだけの科学
的根拠が得られていない．
以下，今後さらに検討しなければ課題を挙げる．

１．魚沼層群と大坪層の年代
敷地周辺全体の年代層序見直しが必要

２．大湊砂層・安田層はMIS5eの堆積物
NG 火山灰の同定と層準

３．古安田層の堆積年代について
Kkt,Ata‐Thの同定
微化石（花粉とケイ藻）による環境解析による

年代推定
刈羽テフラ（ｙ－１）の同定・年代推定

４．同時代とされる青海川層と古安田層の分布と層厚：

米山周辺や中央油帯地域では，高位段丘を形成．
同時代の地層が平野では地下に累重する．敷地も同
様．これの意味するところを議論しなければならない．

安田層・古安田層の
堆積年代について









申請中並びに建設中の原発をすべて動かす．さらに，
半分ほどは40年を超えて60年動かす．それでも20％に
届かない 新設やリプレ スが必要


